
授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

ドイツ語Ⅱ 平成１７年度 都築 正則 ５ 前 １ 選 

 

［授業の目標］ 

ドイツ語によるコミュニケーション能力を高め、積極的にドイツ語圏からの情報収集に対処できる能力を養う。 

ドイツ語圏の人々との友好を促進し、ドイツ文化への理解を深めることを目標とする。ドイツ語による 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞および JABEE 基準

1(1)(a)に対応する． 

前期 

第１週 Lektion 8, 対話テキスト８，年間の目標、現在完了、分

離動詞、 

第２週 過去完了、未来、未来完了、対話練習８。現在分詞、過

去分詞。 

第３週 クリムトの絵と近代絵画、zu 不定詞、現在分詞、分詞構

文、冠飾句。 

第４週 、対話練習８、不定代名詞、到達度確認１、中間予備試

験１。 

第５週 Lektion 9, 対話テキスト９，話法の助動詞、分離・非分

離動詞、指示代名詞。 

第６週 関係代名詞、接続法、間接話法、対話練習３。 

第７週 接続法第２式非現実話法、丁重な依頼、非事実の前提と

その結論、到達度確認２、中間予備試験２。 

 

第８週 前期中間試験  

 

第９週 „ Ausgewalte Marchen der Bruder Grimm” 

Lektion 1 ドイツ語会話第１日のテキスト。 

第１０週 Lektion 2 第２日のテキスト、挨拶の仕方。 

 インターネットよりのニュース１。到達度確認３，中間予備試

験３。 

第１１週 Lektion 3 第３日のテキスト、食事の時の会話。 

第１２週 Lektion 4 第４日のテキスト、買い物の会話。インタ

ーネットニュース２。 

第１３週 Lektion 5 第５日のテキスト、鈴鹿とケルンの紹介。

インターネットニュース３。 

第１４週 Lektion 6  Beinahe einen Autounfall、接続法第２式

非現実話法。 

第１５週 練習問題６ 復習、到達度確認４、中間予備試験４。

 

 



 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

発音 

１． 母音、子音などドイツ語の単語はすべて音声を出して読みと

ることができる。 

２． 文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき

る。 

３．発音記号が読めて、その単語も書ける。 

 

品詞論 

１． 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

２． 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

３． 不規則動詞の三基本形が教科書では５９単語が記載されて

いるが、それらの大部分は言えて、使える。 

４． 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

５． 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

６． 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

７． 接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得してい

る。 

８． 接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

９．動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

 

統語論 

１． ドイツ語における１１の文型を教科書の巻末に提示したが、

いろいろなドイツ語文においてどの文型に当てはまるか区

別できる。 

２． １格、２格、３格、４格の用法につき、基本的な用法を理解

している。 

３． 定動詞の位置（正置、倒置、後置）に理解している。 

４． 冠飾句の用法を理解している。 

５． 文の三つの形（単文、複文、重文）を理解し、それぞれ文を

区別できる 

６． ドイツ語は多くの場合枠構造をしている。分離動詞、完了形、

受動態、従属文などの場合は枠構造についての理解なしには

解釈できないが、枠構造について理解している。 

 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

１． ドイツ語でか次のことが言える。 

２． 挨拶、道を尋ねる、欲しい物が言える。助けを求めることや

電話をかけることができる。 

３． ドイツ語で自己アッピールすることができる。 

自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

４． インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。

５． 相手の意見に対して、反論することができる。 

６．相手の話すことに対して、不明の場合は何度も聞きなおし、

その内容を確認し、自分の意見を言うことができる。 

 

［注意事項］ 授業中の質疑の他に、メールによる質問にも答えるようにするので、メールの交換も適宜できるようにしておくこと。

また、教科書の他に配布するプリント教材、練習問題の準備も含めて授業の予習、復習をよくすることが必要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしていること。 

［レポート等］理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：「コミュニケーションドイツ語入門」都築正則、Stefan Trummer 共著、三重大学出版会教科書 

「グリム童話選集」都築正則編・注、東西文化社、「世界のニュース」都築正則編・注（インターネットから取り出した

ニュース教材、適宜プリント配布） 

 参考書：「パスポート独和辞典」白水社、「郁文堂和独辞典」郁文堂 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 学業成績は前期中間・前期末・後期中間・後期末の４回の定期試験及び８回の中間予備テストの平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績において６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

フランス語Ⅱ 平成１７年度 永田 道弘 ５ 前 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 前期の始めで、3回の授業を使い、前年度で学習した文法事項の簡単な復習を行なう。その後、その文法知識を活用して、平易なフ

ランス語の文章の読解に取り組む。最初は『20 歳のフランス』により、戦後のフランス社会の若者たちの文化に触れながら、フラン

ス語の基本的な語彙や表現を身につける。後期は、『人間と社会』の批判的な購読を通じ、より高度な読解力の養成を目指していきた

い。 

［授業の内容］  すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ 

および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する． 

前期 

第１週 文法事項の復習 

第２週 文法事項の復習 

第３週 文法事項の復習 

第４週 Francais, avez-vous change? 

第５週 Les nouveaux adolescents 

第６週 Deux opinions sur le bonheur 

第７週 Un peu d’economie 

第８週 前期中間試験 

 

 

 

 

第９週 Le chomage 

第１０週 Le budget d’un etudiant parisien 

第１１週 Interview d’un etudiant en medecine 

第１２週 La croisade des jeunes 

第１３週 La ville 

第１４週 Les Francais regardent la television 

第１５週 Le Centre Georges Pompidou 

 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 文法的知識（解析能力） 

2. 文法的知識（総合能力） 

3. 実際の場面における上記事項の応用力 

4. 発音 

 

 

［注意事項］ 仏和辞書を毎時間持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ フランス語１の学習内容。 

［レポート等］ 

 教科書：『20 歳のフランス』中川信ほか著（駿河台出版）。『人間と社会』山内嘉己ほか編（第三書房） 

 参考書： 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験の平均点を６割、課題、小テスト、レポートを４割として百点法により総合して評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

中国語Ⅱ 平成１７年度 仲井 真喜子 5MEICS 前期 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 基本的な中国語の文法項目を理解し、中国語の全体像をつかむ。 ２． 中国及び中国語に興味をもつ。 

［授業の内容］ すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ お

よび JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

前期 

 

第１週  復習、概要、自己紹介 

第２週  二つの“了”、連動文 

第３週  進行を表す“在”、変化・未来を表す“了”(1) 

第４週  進行を表す“在”、変化・未来を表す“了”(2)  

第５週  “更”と“最”、助動詞“可能”  

第６週  経験を表す“過”、助動詞“会”(1) 

第７週  経験を表す“過”、助動詞“会”(2)、小まとめ 

第８週  前期中間試験 

 

 

第９週  復習(1) 

第１０週 存現文、同一・類似を表す表現(1) 

第１１週 存現文、同一・類似を表す表現(2) 

第１２週 「“在”＋動詞」と「動詞＋“着”」 

第１３週 結果補語(1) 

第１４週 結果補語(2) 

第１５週 復習(2) 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

〈発音〉 

１． 基本的な単語を見て発音することができる。 

２． 簡単な会話を聞きとり理解できる。 

 

〈文法〉 

１． 主述述語文・二重目的語文が理解でき、運用できる。 

２． 現象文・処置文・兼語文が理解でき、運用できる。 

３． 結果補語・様態補語・可能補語が理解でき、運用できる。 

４． 助動詞“可以”“能”“会”“想”“要”が理解でき、運用

できる。 

５． “了”“着”“過”のアスペクト表現が理解でき、運用でき

る。 

 

<会話> 

１． 学習した文法項目を使って、各場面設定での簡単な会話がで

きる。 

 

<作文> 

１． 自分の考えを簡単な文に表現できる。 

 

<読解> 

１． まとまった文章のおおよその意味を理解できる。 

 

<総合理解> 

１．雑誌・新聞広告・漫画・歌などの副教材によって、文化・習

俗を理解しようとする。 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

［レポート等］授業中に演習問題を解き，毎回の授業終了時に解答をレポートとして提出する． 

 教科書：｢話す中国語、北京篇１｣董燕・遠藤光暁著、朝日出版社、 および配布プリント 

 参考書：授業時、随時紹介する。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点を８割、口頭試験の結果を２割として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］   

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語Ⅴ 平成１７年度 日下　隆司 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 ４年間で学習した英語の知識・技能を活用し、さまざまなテーマを扱った英文を題材に、リーディングのスキルを学習し、英語リー

ディングの力を高めることを目的とする。 

［授業の内容］すべての週の内容が、学習・教育目標(A)＜視野＞

[ JABEE 基準 1(1)(a)]および（C）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]

の項目に相当する。 

【前期】 

第１週 授業の概要説明,  

第２週 Unit 1 Formal Letter Writing: A Dying Art? (1) 

第３週  Unit 1 Formal Letter Writing: A Dying Art? (2) 

第４週  Unit 2 U. S. Teens: Reading is Interesting! (1) 

第５週  Unit 2 U. S. Teens: Reading is Interesting! (2) 

第６週  Unit 3 How Old Is Old Enough? (1) 

第７週  Unit 3 How Old Is Old Enough? (2) 

第８週 前期中間試験 

 

 

 

第９週  Unit 4 The History of Hollywood (1) 

第１０週  Unit 4 The History of Hollywood (2) 

第１１週  Unit 5 Numbers and Beliefs (1) 

第１２週  Unit 5 Numbers and Beliefs (2) 

第１３週  Unit 6 The History of Chocolate (1)  

第１４週  Unit 6 The History of Chocolate (2) 

第１５週  演習、まとめ 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 学習した英文を聞いたり、読んだりして、その内容が理解で

きる。 

２． 学習した英語リーディングのスキルを効果的に活用して、英

文を読むことができる。 

３．英文の内容に関する質問に簡単な英語で答えることができる

 

４．教科書本文に出てきた英単語、熟語、構文の意味の理解およ

びその英語が書ける。 

５．教科書本文に出てきた文法事項が理解できる。 

 

［注意事項］ 授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れ、計画的に自主学習を進めるよう努力するこ

と。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ～英語Ⅳで身につけた英語運用能力および語彙 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与えることがある。 

教科書：Intermediate Skills for Reading（SEIBIDO） 

参考書：超基礎からのステップアップ TOEIC テスト語法・文法・リーディング （旺文社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 筆記試験（中間試験、期末試験）７０％、課題・レポート・小テスト３０％の割合で成績を

評価する。ただし、前半の成績（前期中間試験および課題・レポート・小テスト）が６０点に達していない学生には再試験を課し、再

試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には６０点を上限として該当する試験の成績に置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅤＢ 平成１７年度 林  浩士 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］科学技術を題材とする英文テキストで用いられている英語表現を学習すると同時に、「理系マインド」を育み、題材に

関連する情報に広く目を向けて話題を蓄積し、技術者として必要なコミュニケーション能力を向上させることを目的とする。 

［授業の内容］ 

全ての週の内容は、学習・教育目標(Ａ)＜視野＞(Ｃ)＜英語＞お

よび JABEE 基準 1(1)(f)の項目に相当する 

 

第１週 Electronic Ink（電子的インク） 

第２週 Botox（ボトックス） 

第３週 Earthquake Prediction（地震予知） 

第４週 Fuel Cells（燃料電池） 

第５週 Traveling（旅行） 

第６週 Violence Gene（暴力的遺伝子） 

第７週 Smart Buildings（ハイテクビル） 

第８週 前半のまとめテスト（中間試験） 

 

 

 

 

第９週 Atlantic Heat Conveyor Currents 

               （大西洋暖流コンベアー） 

第１０週 Unexceptional Beauty（絶世の美女） 

第１１週 Flight Simulators（模擬飛行訓練装置） 

第１２週 Return of the Mammoth（マンモスの再現） 

第１３週 Spider Ranching（クモの牧場化） 

第１４週 Microbot（マイクロボット） 

第１５週 Land Mines（地雷） 

[この授業で習得する[知識・能力］] 

 

1. 各ユニットに出てくる単語・熟語の意味および慣用表現が理

解できる。 Ｃ＜英語＞ 

2. 各ユニットで取り上げられるトピックの概要を理解できる。

 Ｃ＜英語＞ 

3. 各ユニットの内容に関する英問に対して、適切な表現で応答

できる。 Ｃ＜英語＞ 

4. 各ユニットで紹介される英語表現のいくつかを使って適切

な英語表現ができる。 Ｃ＜英語＞ 

5. 既習の英文を、内容が伝わる程度に朗読できる。  

Ｃ＜英語＞

 

［注意事項］ 授業時間はもちろん、それ以外の時間にも、自ら進んで多くの英語に触れ、計画的に自主学習を進めるよう努力するこ

と。参考書「速読英単語」は小テスト等に使用するので、最初の授業時に持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 英語Ⅰ～英語Ⅳで身につけた英語運用能力および語彙 

［レポート等］ 授業内容と関連した課題、レポートを与えることがある。 

［教科書］ Cutting Edge in Science  (金星堂) 

［参考書］ 速読英単語＜必修編＞（増進会出版社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間、前期末の２回の試験の平均点を 70％、課題（レポート）・小テストの結果を 30％とし、その合計点で評価する。ただし、

前半（前期中間試験まで）の成績で 60 点に達していない学生には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場

合には、60 点を上限としてその試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

ドイツ語Ⅲ 平成１７年度 都築 正則 ５ 後 １ 選 

 

［授業の目標］ 

ドイツ語によるコミュニケーション能力を高め、積極的にドイツ語圏からの情報収集に対処できる能力を養う。 

ドイツ語圏の人々との友好を促進し、ドイツ文化への理解を深めることを目標とする。ドイツ語による 

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(A)＜視野＞および JABEE 基準

1(1)(a)に対応する． 

後期 

第１週 Lektion 7 Kinder und Hausmarchen 概要説明、試験問題

検討、後期の目標。 

第２週 グリム兄弟の業績、グリム辞書、ゲッティンゲン７教授

事件。 

第３週 Lektion 8  童話 Hansel und Grete 購読 1, 21 頁、イン

ターネットニュース６。 

第４週 童話講読２、教科書２１頁、インターネットニュース４、

到達度確認５、中間予備試験５。 

第５週 童話購読３，教科書２２頁。 

第６週 童話購読４，教科書２２頁。インターネットニュース５。

第７週 総復習、到達度確認６、中間予備試験６。 

 

第８週 後期中間試験 

 

第９週 童話購読５，２３頁、試験問題検討。 

第１０週 童話購読６、２３頁、ニュース６。 

第１１週 童話購読７、２４頁。 

第１２週 童話購読８、２４頁、ニュース７， 

到達度確認７、中間予備試験７。 

第１３週 童話購読９，２５頁、ニュース８。 

第１４週 童話講読１０。２５頁 

第１５週 童話講読１１，２５頁、 

２年間のドイツ語到達度確認８、中間予備試験８ 

学年末試験 

 



 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

発音 

１． 母音、子音などドイツ語の単語はすべて音声を出して読みと

ることができる。 

２． 文、段落全体で力点を置く個所にアクセントを置き発話でき

る。 

３．発音記号が読めて、その単語も書ける。 

 

品詞論 

１． 直説法、命令法、接続法１式、２式それぞれ人称変化がきち

んと言える。 

２． 名詞、不定冠詞、定冠詞、代名詞の格変化がきちんと言える。

３． 不規則動詞の三基本形が教科書では５９単語が記載されて

いるが、それらの大部分は言えて、使える。 

４． 再帰動詞、分離動詞の人称変化が言えて、使うことができる。

５． 現在完了、過去完了と過去との使い分けができる。 

６． 話法の助動詞における基本的なニュアンスの違いを理解し、

使える。 

７． 接続法１式による要求話法と間接話法の用法を修得してい

る。 

８． 接続法２式の基本的な非現実話法を修得している。 

９．動作の受動と状態の受動に違いを修得している。 

 

統語論 

１． ドイツ語における１１の文型を教科書の巻末に提示したが、

いろいろなドイツ語文においてどの文型に当てはまるか区

別できる。 

２． １格、２格、３格、４格の用法につき、基本的な用法を理解

している。 

３． 定動詞の位置（正置、倒置、後置）に理解している。 

４． 冠飾句の用法を理解している。 

５． 文の三つの形（単文、複文、重文）を理解し、それぞれ文を

区別できる 

６． ドイツ語は多くの場合枠構造をしている。分離動詞、完了形、

受動態、従属文などの場合は枠構造についての理解なしには

解釈できないが、枠構造について理解している。 

 

コミュニケーション手段としてのドイツ語 

１． ドイツ語でか次のことが言える。 

２． 挨拶、道を尋ねる、欲しい物が言える。助けを求めることや

電話をかけることができる。 

３． ドイツ語で自己アッピールすることができる。 

自分の意見、履歴書、手紙、メールが書ける。 

４． インターネットでドイツ語の情報を取り出して利用できる。

５． 相手の意見に対して、反論することができる。 

６．相手の話すことに対して、不明の場合は何度も聞きなおし、

その内容を確認し、自分の意見を言うことができる。 

 

［注意事項］ 授業中の質疑の他に、メールによる質問にも答えるようにするので、メールの交換も適宜できるようにしておくこと。

また、教科書の他に配布するプリント教材、練習問題の準備も含めて授業の予習、復習をよくすることが必要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 ドイツ語の基本的人称変化、動詞の三要形、定動詞の位置などにつき一応の理解をしていること。 

［レポート等］理解を深めるため，随時，演習課題を与える。 

 教科書：「コミュニケーションドイツ語入門」都築正則、Stefan Trummer 共著、三重大学出版会教科書 

「グリム童話選集」都築正則編・注、東西文化社、「世界のニュース」都築正則編・注（インターネットから取り出した

ニュース教材、適宜プリント配布） 

 参考書：「パスポート独和辞典」白水社、「郁文堂和独辞典」郁文堂 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 学業成績は前期中間・前期末・後期中間・後期末の４回の定期試験及び８回の中間予備テストの平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績において６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

フランス語Ⅲ 平成１７年度 永田 道弘 ５ 後 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 前期の始めで、3回の授業を使い、前年度で学習した文法事項の簡単な復習を行なう。その後、その文法知識を活用して、平易なフ

ランス語の文章の読解に取り組む。最初は『20 歳のフランス』により、戦後のフランス社会の若者たちの文化に触れながら、フラン

ス語の基本的な語彙や表現を身につける。後期は、『人間と社会』の批判的な購読を通じ、より高度な読解力の養成を目指していきた

い。 

［授業の内容］  すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ 

および JABEE 基準 1(1)(a)に対応する． 

後期 

第１週 La societe primitive 

第２週 La societe primitive 

第３週 La reforme sociale 

第４週  La reforme sociale 

第５週 Pour l’egalite 

第６週 Pour l’egalite 

第７週 復習 

第８週 後期中間試験 

 

 

 

 

第９週 La Commune de Paris 

第１０週 La Commune de Paris 

第１１週 Une societe impersonnelle 

第１２週 Une societe impersonnelle 

第１３週 L’apres ‐ guerre du Japon 

第１４週 Dans une societe socialiste 

第１５週 Revolte contre la civilisation moderne 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 文法的知識（解析能力） 

2. 文法的知識（総合能力） 

3. 実際の場面における上記事項の応用力 

4. 発音 

 

 

［注意事項］ 仏和辞書を毎時間持参すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ フランス語１の学習内容。 

［レポート等］ 

 教科書：『20 歳のフランス』中川信ほか著（駿河台出版）。『人間と社会』山内嘉己ほか編（第三書房） 

 参考書： 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 定期試験の平均点を６割、課題、小テスト、レポートを４割として百点法により総合して評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

中国語Ⅲ 平成１７年度 仲井 真喜子 5MEICS 後期 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 基本的な中国語の文法項目を理解し、中国語の全体像をつかむ。 ２． 中国及び中国語に興味をもつ。 

［授業の内容］ すべての内容は学習・教育目標（A）＜視野＞ お

よび JABEE 基準 1(1)(a)に対応する。 

後期 

 

第１週  数量補語、程度表現(1) 

第２週  数量補語、程度表現(2) 

第３週  復習(1) 

第４週  復習(2) 

第５週  方向補語、禁止表現(1) 

第６週  方向補語、禁止表現(2) 

第７週  “把”表現、“是～的”表現(1) 

第８週  後期中間試験 

 

 

第９週  “把”表現、“是～的”表現(2) 

第１０週 可能補語(1) 

第１１週 可能補語(2) 

第１２週 “祝～”表現、複雑方向補語(1) 

第１３週 “祝～”表現、複雑方向補語(2) 

第１４週 復習(3) 

第１５週 復習(4) 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

〈発音〉 

１． 基本的な単語を見て発音することができる。 

２． 簡単な会話を聞きとり理解できる。 

 

〈文法〉 

１． 主述述語文・二重目的語文が理解でき、運用できる。 

２． 現象文・処置文・兼語文が理解でき、運用できる。 

３． 結果補語・様態補語・可能補語が理解でき、運用できる。 

４． 助動詞“可以”“能”“会”“想”“要”が理解でき、運用

できる。 

５． “了”“着”“過”のアスペクト表現が理解でき、運用でき

る。 

 

<会話> 

１． 学習した文法項目を使って、各場面設定での簡単な会話がで

きる。 

 

<作文> 

１． 自分の考えを簡単な文に表現できる。 

 

<読解> 

１． まとまった文章のおおよその意味を理解できる。 

 

<総合理解> 

１．雑誌・新聞広告・漫画・歌などの副教材によって、文化・習

俗を理解しようとする。 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

［レポート等］授業中に演習問題を解き，毎回の授業終了時に解答をレポートとして提出する． 

 教科書：｢話す中国語、北京篇１｣董燕・遠藤光暁著、朝日出版社、 および配布プリント 

 参考書：授業時、随時紹介する。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の４回の試験の平均点を８割、口頭試験の結果を２割として１００点法で評価する。 

［単位修得要件］   

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 後期中間・学年末の 2回の試験の平均点で評価する．ただし，レポートや再試験を実施する場合には，60 点を上限として評価する。

［単位修得要件］ 

 学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

社会学 平成１７年度 保坂 稔 ５全 後期 Ⅰ 選 

 

［授業の目標］科学技術、コミュニケーション、ナショナリズム、国家といった今日重要な問題を学び、現代社会を把握する視点を習

得する。とりわけ中心に取り上げたいのが、「科学技術」の問題である。授業では、私たちが日常的に使う病院や学校の例を取り上げ

つつ、ビデオも用いて、科学技術の問題を理解すると同時に、社会学の分析方法を簡潔に把握する。 

［授業の内容］   全体の週において，学習・教育目標（Ａ）

＜視野＞と、 JABEE 基準Ⅰ(1)(a)に該当する内容を講義する． 

第１週  社会学とは何か 

第２週  心理学との関係－分析の視点 

第３週  家族をめぐる社会問題：児童虐待 

第４週  社会調査の基本－視聴率の仕組み 

第５週  サンプリングの実際 

第６週  社会病理学 ラベリング論 

第７週 社会学の理論と方法 

第８週  中間試験 

 

第９週 合理化 

第 10 週 人間と自然との関係 

第 11 週 宗教の理解 

第 12 週 ナショナリズム 

第 13 週 ポストモダン 

第 14 週 コミュニケーション的合理性 

第 15 週 グローバリゼーション 

 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 科学技術の問題点を把握する視点を身につける 

２． 現代社会を社会学的視点で見れるようになる 

 

 

［注意事項］  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし 

［レポート等］  

教科書： 藤田弘夫・西原和久『権力から読みとく現代人の社会学・入門』有斐閣アルマ 

参考書： 保坂稔『現代社会と権威主義』東信堂、小俣和一郎『精神医学とナチズム』講談社 

 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

応用数学 平成１７年度 松島 武男 ５ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］  この授業では数理統計学の方法を学習する。その際、「応用」の立場を重視し、数学的論理の厳密性 

よりも問題解決の手段として、いかにそれらの方法を適用しデータを分析する、という点に主眼を置く。 

  なお、時間の余裕が有れば、補講として品質管理や実験計画法などのテーマに付いても言及したい。 

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎＞

及び Jabee 基準１の（１）(c)に対応する。 

 

前期 

（確率） 

第１週．確率の定義と基本性質 

第２週．条件付き確率と事象の独立 

第３週．ベイズの定理 

第４週．確率変数 

第５週．２項分布とポアソン分布 

第６週．平均 

第７週．分散と標準偏差 

第８週．中間試験 

第９週．連続分布と正規分布 

第１０週．２項分布と正規分布 

第１１週．度数分布 

（統計） 

第１２週．代表値 

第１３週．散布度 

第１４週．相関グラフ 

第１５週．相関係数 

 

 

後期 

（統計） 

第１週．標本の抽出 

第２週．標本分布 

第３週．正規母集団と２項母集団 

第４週．母数の点推定 

第５週．信頼度と信頼区間 

第６週．カイ二乗分布と t分布 

第７週．母平均の区間推定 

第８週．中間試験 

第９週．仮説の検定 

第１０週．対立仮説と棄却域 

第１１週．母平均の検定 

第１２週．母分散の検定 

第１３週．母比率の検定 

第１４週．適合度の検定 

第１５週．独立性の検定 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

応用数学 平成１７年度 松島 武男 ５ 通年 ２ 選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（確率） 

１． 次の概念が理解できる：事象（和、積、余）、条件付き確率、

ベイズの定理、確率変数、確率分布、2 項分布、ポアソン分

布、分散と標準偏差、正規分布、中心極限定理、 

２． 簡単な事例で確率が計算できる。 

３． 確率分布、期待値の概念が理解できて、具体的な場合に計算

でもとめることができる。 

４． 平均、分散、標準偏差の考えが理解できて具体的な事例で計

算で求めることができる。 

５． 事象が 2項分布に従うときに、確率が計算でもとめることが

できる。 

６． 事象が正規分布に従うときに、確率が計算でもとめることが

できる。 

７． ２次元の確率変数の考えが理解できて、確率が計算で求める

ことができる。 

８． 独立な２つの事象について、中心極限定理が理解できて、確

率が計算できる。 

 

 

（統計） 

１． 次の概念が理解できる：代表値、最頻値、中央値、散布度、

分散、標準偏差、相関係数、標本分布、推定値、カイ２乗分

布、t検定 

２． 代表値の考えが理解できて、平均、中央値、最大値、最小値、

最頻値がいえる。 

３． 散布度、分散、標準偏差の概念が理解できて、計算できる 

４． ２つの事象の相関、回帰曲線、相関係数が理解できて、計算

できる 

５． 標本平均、標本分散、標本標準偏差、不偏分散の概念が理解

できて、計算で求めることができる。 

６． 不偏推定量、有効推定量、一致推定量の定義が理解できる 

７． カイ２乗分布と t分布の考えが理解できて、区間推定ができ

る。 

［注意事項］  授業は、具体的なデータ例をもちいた実習を交えながら進めていく。統計計算は計算式自体はそれほど難しいもの

ではないが、煩雑な繰り返し計算を行う場合が多く、従って、学生にはかなりの忍耐力が求められる。真摯な態度で問題に取り組んで

ほしい。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］必要な知識：線形代数・微積分の基礎理論 

［レポート等］原則としてレポートは課さないが、試験の状況によっては提出を求める場合がある。 

教科書：田河他著「確率統計」（大日本図書） 

参考書：東大教養学部統計学教室編 「自然科学の統計学」（東大出版会） 

[学業成績の評価方法及び評価基準]  

中間試験・定期試験の平均点で評価する。但し、学年末試験以外の試験に関しては６０点に達していない者には再試験を実施するかま

たは課題を提出させ６０点を上限とし再評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

通信工学 I 平成１７年度 鈴木 昭二 ５ 通年 ２ 必 

 

［授業の目標］ 

通信システムの基本構成を概観した後、通信理論の数学的基礎となるフーリエ解析から初め、基本的なアナログ、ディジタル通信方

式について演習をまじえて学習する。さらに、多重通信方式等、最近の通信網の構成についても学習する。 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標（B）＜基礎＞＜専門＞に対応す

る。JABEE 基準１(1)(ｄ) (1)に対応する。 

前期 

第１週 通信の目的と歩み、通信システムの構成、通信の品質 

第２週 周期信号のフーリエ級数展開、演習 

第３週 複素フーリエ級数展開、演習 

第４週 フーリエ変換、フーリエ逆変換、演習 

第５週 フーリエ変換の性質、フーリエ変換の線形性 

第６週 フーリエ変換の共役対称性、周期信号のフーリエ変換 

第７週 連続時間システム、線形システムと非線形システム、 

第８週 前期中間試験 

第９週 システムの構成要素とブロック図、演習 

第１０週 フィルターの周波数特性、演習 

第１１週 振幅変調、搬送波と変調、振幅変調のスペクトル 

第１２週 ＡＭ信号の電力、ＡＭ信号の生成と復調 

第１３週 ベース変調回路、コレクタ変調回路、ＡＭ信号の復調

第１４週 振幅変調の改良、ＤＳＢ方式、ＤＳＢ信号の生成 

第１５週 ＳＳＢ方式、ＤＳＢ信号およびＳＳＢ信号の復調 

 

 

 

 

 

後期 

第１週 直交振幅変調、演習 

第２週 周波数変調、角度変調、瞬時位相角と瞬時角周波数 

第３週 位相変調、狭帯域ＦＭ信号、広帯域ＦＭ信号 

第４週 ＦＭ信号の電力、ＦＭ信号の生成、 

第５週 直接ＦＭ方式 

第６週 間接ＦＭ方式 

第７週 ＦＭ信号の復調、演習 

第８週 後期中間試験 

第９週 位相同期ループ（ＰＬＬ）、演習 

第１０週 パルス変調とパルス符号変調 

第１１週 パルス振幅変調、演習 

第１２週 標本化定理 

第１３週 パルス符号変調（ＰＣＭ）、量子化、符号化 

第１４週 ＰＣＭの復号化、ＰＣＭ通信における雑音、演習 

第１５週 無線技術士のための電波法規の概要 

（次ページにつづく） 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

通信工学 I（つづき） 平成１７年度 鈴木 昭二 ５ 通年 ２ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 通信の目的とその歴史を概観した後、通信システムの構成、

通信の品質について理解する。 

２． 周期信号のフーリエ級数展開を理解し、問題を解くことがで

きる。 

３．複素フーリエ級数展開を理解し、問題を解くことができる。

４． フーリエ変換、フーリエ逆変換を理解し、問題を解くことが

できる。 

５． フーリエ変換の性質、フーリエ変換の線形性、共役対称性、

周期信号のフーリエ変換について理解する。 

６． 連続時間システム、線形システムと非線形システム、システ

ムの構成要素とブロック図を理解し、問題を解くことができ

る。 

７．フィルターの周波数特性を理解し、問題を解くことができる。

８．振幅変調、搬送波と変調、振幅変調のスペクトルについて理

解する。 

９．ＡＭ信号の電力、ＡＭ信号の生成と復調について理解する。

１０．ベース変調回路、コレクタ変調回路、ＡＭ信号の復調につ

いて理解する。 

１１．振幅変調の改良、ＤＳＢ方式、ＤＳＢ信号の生成、ＳＳＢ

方式について理解する。 

１２．ＤＳＢ信号およびＳＳＢ信号の復調、直交振幅変調を理解

し、問題を解くことができる。 

１３．周波数変調、角度変調、瞬時位相角と瞬時角周波数、位相

変調について理解する。 

１４．狭帯域ＦＭ信号、広帯域ＦＭ信号について理解する。 

１５．ＦＭ信号の電力、ＦＭ信号の生成、直接ＦＭ方式、間接Ｆ

Ｍ方式について理解する。 

１６．ＦＭ信号の復調、位相同期ループ（ＰＬＬ）を理解し、問

題を解くことができる。 

１７．パルス振幅変調、標本化定理について理解する。 

１８．パルス符号変調（ＰＣＭ）、量子化、符号化、量子化およ

び符号化回路について理解する。 

１９．ＰＣＭの復号化、ＰＣＭ通信における雑音について理解す

る。 

２０．無線技術士のための電波法規の概要について理解する。  

 

  

 

［注意事項］この授業では、いずれも基礎的で重要な項目のみを取り上げており、今後、最近の高度に発達した情報通信技術を学んで

いく上で最低限必要な内容である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 回路理論、システム理論、三角関数、微積分、複素関数、フーリエ級数の基礎知識を有し

ていること。 

［レポート等］適宜、演習内容についてレポートを提出してもらう。 

教科書：「よくわかる通信工学」植松友彦（オーム社） 

参考書：「通信工学概論」山下不二雄、中神隆清（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の各試験の点数の平均点を 80％、レポートの結果を 20％とし評価する。ただし、また、学業

成績で 60 点以上を達成できない場合にそれを補う為の再試験については 60 点を上限として評価する。学年末試験においては再試験を

行わない。 

［単位修得要件］  

学業成績で 60 点以上を取得すること。 

 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気工学実験実習 平成１７年度 山本、近藤一、奥野 ５ 通年 ４ 必 

 

［授業の目標］ 

 ２年生より行ってきた実験の総まとめとして、主に電気電子工学の応用分野や、実用的な事柄について実験を行い、実社会へ出る技

術者としての素養を身につける。また実験のみでなく技術に関するビデオを鑑賞したり、担当教員による最近の研究動向に関する講演

等を聴いたりし、技術者としての意欲、資質を涵養する。さらに興味ある分野について自主学習、発表をし、創造力、発表能力を養う。

 

［授業の内容］ すべての内容は，JABEE 基準 1(1)(d)(2)b)に対

応する 

前期 

第１週 実験に取り組む姿勢、社会へ巣立つ技術者としての心構

え等に関しての諸注意、講話を行う。 (Ａ)＜視野＞  

第２週 技術者としての生き方を描いたビデオを鑑賞し、それに

関するレポート作成 (Ａ)＜倫理＞、(Ａ)＜意欲＞ 

第３週～第１５週（第８週の中間試験の期間を除く） 

  次の１２テーマについて、１２班に分かれ実験を行う。 (Ｂ)

＜専門＞ 

１． ＡＭ回路 

２． ＦＭ回路 

３． ＴＶ電界強度 

４． 電子回路の製作及びその特性Ⅰ 

５． 電子回路の製作及びその特性Ⅱ 

６． サーボモデル 

７． 電気動力計 

８． 絶縁破壊試験 

９． ディジタルオシロスコープの取り扱い方 

１０．カウンタ回路 

１１．発振回路 

１２．温度自動制御（オン／オフ制御とＰＩＤ制御）の実習 

 

  

 

後期 

第１週 後期実験の諸注意、Ｚ－８０についての講義 

第２週～第１２週（第８週の中間試験の期間を除く） 

  次の１０テーマについて、１０班に分かれ実験を行う。 (Ｂ)

＜専門＞ 

１． ＡＭ検波回路 

２． ＦＭ検波回路 

３． 衝撃電圧試験 

４． 照明実験 

５． オペアンプの応用回路 

６． シーケンサの基本制御 

７． 同期電動機 

８． 近接センサと光電センサの実習 

９． Ｚ－８０を用いたマイコン制御の実習 

１０．アクティブフィルタの特性とＱの測定 

 

第１３～１５週 各学生が興味ある分野について、個別に調査学

習し、実験等を行う。または電気工学科の教員に指導を求め、

実験を行う。 (Ｂ)＜展開＞ 

 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気工学実験実習（つづき） 平成１７年度 山本、近藤一、奥野 ５ 通年 ４ 必 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

【前期】 

１． 技術者としての生き方を描いたビデオの鑑賞、及び実験担当

教員らの専門分野に関する研究講演を通して、技術者として

の資質、物事に取り組む意欲等を身につける。 

２． 振幅変調回路の特性を測定し、その原理を理解すること。 

３． 可変容量ダイオードを用いた周波数変調回路の特性を測定

し、その原理を理解すること。 

４． アンテナ長と利得、アンテナ指向性、ブースタの周波数特性、

インピーダンス整合に関する電界強度の測定を行い、テレビ

電波の適切な受信について理解する。 

５． ブレッドボード上にトランジスタ増幅器、オペアンプを用い

たフィルタ、発振器などを試作することを通して、これらの

電子回路の特性を知り、実際の電子部品をも知ること。 

６． サーボモデルを動作させ、自動制御系の基本的な特性とその

概要を理解する。 

７． 三相分巻整流子電動機型動力計の取扱方法を修得し、電気動

力計を用いて直流分巻電動機及び発電機の出力効率の測定

法を理解する。 

８． 高電圧装置の取扱法を修得し、絶縁破壊の概念を養う。 

９． ディジタルオシロスコープの取扱方法に習熟すること。 

１０．各種カウンタ回路の構成と動作について理解すること。 

１１．発振回路が増幅回路と帰還回路から構成されていることや、

正帰還の概念、発振の原理などを理解すること。 

１２．温度の自動制御の実習を通して、オン／オフ制御とＰＩＤ

制御の基礎を理解する。 

 

【後期】 

１３．振幅変調波の復調の原理、回路の設計法を修得する。 

１４．レシオ検波方式によるＦＭ復調回路について、その動作原

理を理解する。 

１５．雷インパルス電圧の発生器の原理及びその操作法を理解す

ること、ならびに標準雷インパルス電圧を発生させ、各種気中

ギャップによるインパルス絶縁破壊試験を行い、高電圧技術及

び気中放電現象に関する理解を深める。 

１６．照度、光束等の測定を通じ、証明工学の基礎概念について

修得する。 

１７．オペアンプを用いた、電圧比較器、対数変換器、方形波発

生回路について、その入出力特性を測定し、その動作を理解す

る。 

１８．リレーシーケンス制御の実習を通して、シーケンス制御に

おける順次起動回路、優先回路、微分回路、新入力優先回路、

遅延動作回路、繰り返し回路、直列優先回路の動作を理解する。

１９．同期電動機の位相特性曲線を理解する。 

２０．バンドパスフィルタとローパスフィルタの周波数特性を測

定し、アクティブフィルタについての理解を深める。さらにバ

ンドパスフィルタのＱを周波数特性と減衰振動から求め、Ｑに

ついての理解を深める。 

２１．Ｚ－８０を用いたマイコン制御の実習と通して、マイコン

の概念やモータを制御するための基礎を理解する。 

２２． 近接センサと光電センサの役割、構造、検出原理などを理

解する。 

２３． 自主的な、調査学習、実験及びその発表を通じて、創造力、

発表能力を身につける。 

 

［注意事項］ 作業服、靴を着用し、指導書、ノート、筆記具を忘れずに持参すること、遅刻、欠席をしないこと。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  ５年生の実験は、４年生までに座学において学習した内容のものが多い。各週の実験

テーマに応じて教科書等を見直し、知識の再確認を行うこと。 

［レポート等］  実験毎に全員が１週間以内にレポートを提出すること。 

教科書：電気工学実験指導書（鈴鹿高専電気工学科編） 

参考書：各自の教科書、及び図書館の関連図書 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 レポートの内容により算出した点数を７割，実験参加状況を３割として評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

卒業研究 平成１７年度 電気工学科全教員 ５ 通年 ９ 必 

 

［授業の目標］ 

研究の遂行を通して、電気・電子・情報・通信工学に関する高度な専門知識と実験技術を把握し、継続的・自主的に学習できる能力、

或いは修得した知識をもとに創造性を発揮し、計画的に仕事ができる能力を持つ学生を育成する。また、論文作成や研究発表を通して、

文章表現力、プレゼンテーション等のコミュニケーション能力を育成する。 

［授業の内容］ 

全ての内容は、学習・教育目標 

（A）技術者としての姿勢＜意欲＞ 

（B）基礎・専門の知識とその応用力＜展開＞ 

（C）コニュニケーション能力＜発表＞に対応する 

ま た ， JABEE 基 準 １ (1) の (d)(1),(2)a),b),c),d),(e), 

(f),(g),(h)に対応する 

 

学生各自が研究テーマを持ち、各指導教員の指導の下に研究を行

う。テーマの分野は次の通りである。 

 

高電圧工学，放電物理，電子工学，電子回路，電子物性，

固体電子工学，集積回路工学，情報科学，知能情報学，ニ

ューラルネットワーク，パターン認識，画像処理工学，制

御工学，電子線機器学等 

 

・ １０月あるいは１１月に実施する中間発表会で，それまで

行ってきた卒業研究の内容を発表する。 

・ 学年末時に卒業研究論文を提出する。 

・ また、学年末時の最終発表会で卒業研究の発表を行う。 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１． 修得した知識・能力を超える問題に備えて、継続的・自立的に学習できる。（A）<意欲>，JABEE 基準１(1)(g) 

 

２． 修得した知識をもとに創造性を発揮し、限られた時間内で仕事を計画的に進め、まとめることができる。 

（B）<展開>,JABEE 基準 1(1) (d)(2)b),c),d)に対応 

 

３．  自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論できる。（C）<発表> ，JABEE 基準 1(1)(f)に対応 

 

４．  英文による基本的な意志表現ができる。（C）<英語> ，JABEE 基準 1(1)(f)に対応 

 

［注意事項］ 卒業研究は、それまでに学習したすべての教科を基礎として、１年間で１つのテーマに取り組むことになる。それまでの

学習の確認とともに、テーマに対するしっかりとした計画の下に自主的に研究を遂行する。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 研究テーマに関する周辺の基礎的事項についての知見、或いはレポート等による報告書作成

に関する基礎的知識。 

［レポート等］ 理解を深めるため，適宜，関係論文、書物を与え、また、レポート等の課題を与える。 

 教科書：各指導教員に委ねる。 

 参考書：各指導教員に委ねる。  

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 卒業研究論文を 70%、中間発表を 10%、最終発表を 20%として評価する。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

半導体工学 平成１７年度 三宅 秀人 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 電子工学は，広くは電子の運動にかかわる分野の全てを含む学問であるが，この授業では主として固体中での電子の振る舞いおよび

半導体を中心とした電子工学の考え方を理解し，それを発展させて多くの分野へ適用することができるようになることを目標とする。

［授業の内容］ 

すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

1(1)(d)(2)a)に対応する。 

（前期） 

第１週 半導体物性の復習 

第２週－第７週 バイポーラトランジスタ 

第２週 バイポーラトランジスタの構造 

第３週 ベース接地回路による電圧増幅動作 

第４週 エミッタ接地と電流増幅率β 

第５週 等価回路 

第６週 高周波特性 

第７週 サイリスタ，演習問題 

第８週 中間試験 

第９週 中間試験をもとにした復習 

第１０週－第１５週 ＭＯＳデバイス 

第１０週 ＭＯＳ構造とバンド構造 

第１１週 ＭＯＳ-ＦＥＴの概念 

第１２週 容量－電圧，電流－電圧特性 

第１３週 小信号増幅特性と等価回路 

第１４週 高周波特性，ＭＯＳ－ＦＥＴの種類 

第１５週 演習問題 

 

 

 

（後期） 

第１週－第８週 光電変換デバイス 

第１週 オプトエレクトロニクスの基礎 

第２週 光による半導体中のキャリアの励起 

第３週 半導体からの発光 

第４週 受光デバイス，太陽電池 

第５週 発光ダイオード 

第６週 半導体レーザ 

第７週 演習問題 

第８週 中間試験 

第９週 中間試験をもとにした復習 

第１０週－第１２週 デバイス作製プロセス 

第１０週 プレーナプロセス，成膜 

第１１週 エッチング，不純物ドーピング 

第１２週 化合物半導体の作製プロセス，演習問題 

第１３週－第１５週 集積回路 

第１３週 集積回路の概念と種類 

第１４週 バイポーラ集積回路，演習問題 

第１５週 ＭＯＳ集積回路，演習問題 

（次ページにつづく） 



 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

半導体工学（つづき） 平成１７年度 三宅 秀人 ５ 通年 ２ 選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． ｐｎ接合の構造，動作に関して定性的に説明できる。 

２． ｐｎ接合の電気的特性に関する計算ができる。 

３． バイポーラトランジスタの構造，動作に関して定性的に説

明できる。 

４． バイポーラトランジスタの電気的特性に関する計算ができ

る。 

５． ＭＯＳ構造およびその三状態に関して理解している。 

６． ＭＯＳトランジスタの構造，動作に関して定性的に説明で

きる。 

７． ＭＯＳトランジスタの電気的特性に関する計算ができる。

 

 

８． 半導体の発光作用についてエネルギーバンド構造を用いて

説明できる。 

９． 半導体の各種光電作用についてエネルギーバンド構造を用

いて説明できる。 

１０．発光ダイオードおよび半導体レーザの構造，動作に関して

理解している。 

１１．各種オプトエレクトロニクス素子の基本的特性を理解して

いる。 

１２．デバイス作製プロセスの専門用語を理解し，定性的な説明

ができる。 

１３．デバイス設計の基礎となる計算ができる。 

１４．ロジックについて理解し，集積回路との対応で説明できる。

 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 ３年後期および４年前期の「電子工学」ならびにそれに要求される基礎知識があるものとして講義を進める。 

［レポート等］ 

演習問題に当てる時間の不足を補う目的で，授業の進展状況にあわせて課題のレポート提出を課することもある。 

教科書：筒井一生著「よくわかる電子デバイス」 オーム社 

参考書：Ｅ．Ｓ．ヤン著「半導体デバイスの基礎」 マグロウヒル， 

    Ｓ．Ｍ．ジィー著「半導体デバイス」 産業図書      その他多数有り 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間試験および期末試験を各２０％（合計８０％），レポート・小テストを全体の２０％として評価する。原則として，再試験は行

わない。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

     電気材料 平成１７年度 柴垣寛治、花井孝明 ５   前期 1 選 

 

［授業の目標］ 電気技術者にとって電気電子材料に関する知識の重要性が著しく増大している現状を踏まえ、電気技術者が使用 

する材料の物質構造の基礎を学び，電気的性質との関連性を理解する。 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習･教育目標(B)<基礎><専門>および JABEE 基

準 1(1)(c)，(d)(1)と(d)(2)a)に対応する。 

 

第 1 週 誘電体現象：物質の分極 

第 2週 誘電体現象：誘電率・誘電損 

第 3週 導電材料：金属の種類と特性 

第 4週  導電材料：合金の種類と特性 

第 5週 導電材料：電線の種類と特性 

第 6週 抵抗材料：種類と特性 

 

第 7 週 特殊導電材料：種類と特性              

第 8 週 中間試験 

第 9週 超伝導材料：種類と特性 

第 10 週 半導体材料：種類と特性 

第 11 週 絶縁材料：気体絶縁材料・液体絶縁材料 

第 12 週 絶縁材料：固体絶縁材料 

第 13 週 絶縁材料：高分子材料 

第 14 週 磁気材料：物性の基礎 

第 15 週 磁気材料：種類と特性 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 電気電子材料に関する知識の重要性を理解する。 

２． 電気電子機器を開発・利用する立場から、電気電子材料が持

つ役割を理解する。 

３． 電気電子材料の種類や特性を整理・分類して、その全体像を

把握する。 

４． 誘電体の導電現象、分極現象を理解できる。 

 

 

５． 導電材料の種類を分類して理解し、その特色を説明できる。

６． 特殊導電材料や半導体材料について、その特色や応用につい

て理解できる。 

７． 絶縁材料の種類を分類して理解し、その特色を説明できる。

８． 磁性体の物性を理解し、磁気材料の種類や特色について理解

できる。 

［注意事項］ 新技術に基づく新製品の開発・設計および製造に従事する電気技術者にとって、材料に関する知識を身につけておく

ことは必須である。電気のエンジニアとして必要な知識に焦点を当て、基礎的事項から応用まで講義する。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

化学、物理および電子工学、電気磁気学の知識が基礎として必要であるので、復習しておくことが望ましい。 

 

［レポート等］理解度を把握するため、必要に応じてレポート課題を課す。 

 教科書：「電気材料」 鳳誠三郎著（共立出版）           

 参考書：「よくわかる電気電子物性」 岩本光正著（オーム社）等 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

中間試験・定期試験の２回の試験の平均点で評価する。中間試験で６０点に達していない者には再試験を課し、６０点を上限として

評価する。期末試験については再試験を実施しない。 
［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電子計算機Ⅱ 平成１７年度 川口雅司 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 ４年次に習得した電子計算機（コンピュータ）のハ－ドウェアにおける演算装置の基本的な性質をさらに追求し他の装置，すなわち

記憶装置や制御装置等の各々の働きやそれらの相互関係の制御方式を理解するとともに，コンピュータを有効に作動させるためのソフ

トウェアの概念をも把握することを目標とする。 

［授業の内容］内容はすべて学習・教育目標 (Ｂ)＜基礎＞、＜専

門＞及び JABEE 基準(c),(d)(1),(d)(2)a）に対応する． 

第１週  数値表現・コンピュータと２進数、進数変換のポイント

負の数の表現 

第２週  データ表現、データとコーﾄﾞ、数値データの入出力にお

ける表現 

第３週  誤り検出コード、誤り訂正コード 

第４週  論理関数、基本的な論理 

第５週  ブール代数、標準形、論理式の図的な解析、NAND，NOR

および XOR 

第６週 ド・モルガンの定理 

第７週 回路形式の変換 

第８週 中間試験 

 

 

 

第９週 入力条件と組合せ論理回路 

第１０週 真理値表から論理式の誘導 

第１１週 フリップフロップあるいはラッチの原理 

第１２週 Ｄフリップフロップ、ＪＫフリップフロップ、Ｔフリ

ップフロップ 

第１３週 順序回路の概念 

第１４週 非同期式および同期式 2n 進カウンタ 

第１５週 N 進カウンタおよび順序回路設計 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 第１週  数値表現・コンピュータと２進数、進数変換のポイ

ント負の数の表現が理解できる。 

２． データ表現、データとコーﾄﾞ、数値データの入出力における

表現が理解できる。 

３． 誤り検出コード、誤り訂正コードについて理解できる。 

４． 論理関数、基本的な論理について理解できる。 

５． ブール代数、標準形、論理式の図的な解析、NAND，NOR およ

び XOR について理解できる。 

６． ド・モルガンの定理について理解できる。 

回路形式の変換ができる。  

 

７． 入力条件と組合せ論理回路が理解できる。 

８． 真理値表から論理式の誘導ができる。 

１０．フリップフロップ、ラッチの原理が理解できる。 

１１．Ｄフリップフロップ、ＪＫフリップフロップ、Ｔフリップ

フロップが理解できる。  

１２．順序回路の概念が理解できる。 

１３．非同期式および同期式 2n 進カウンタが理解できる。 

１４．N進カウンタおよび順序回路設計ができる。 

 

［注意事項］ 論理回路の基礎について前期中間まで学習しその残りは前期後半に学習すものとする。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 第４学年で学んだ電子計算機Ⅰの全般をよく復習するのが望ましい。 

［レポート等］ 適宜，小テストをを実施する。また演習問題の宿題を課す。 

 教科書：「基礎から学べる論理回路」赤堀 寛（森北出版） 

 参考書：「ディジタルトランジスタ計算機の論理回路」佐々木 次郎，中野 馨（コロナ社），「ディジタル計算機の論理設計」尾崎 

弘（朝倉書店），「計算機科学の基礎」 八村 広三郎著（近代科学社） 

[学業成績の評価方法および評価基準] 前期中間・学年末の２回の試験の平均点を６０％、小テスト・演習問題を４０％として評価す

る。ただし、学業成績で６０点を達成できない場合にそれを補う為の再試験については６０点を上限として評価する。前期末試験につ

いては再試験を行わない。 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること。 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気応用Ⅲ 平成１７年度 奥田 一雄 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 人間の五感の働きを代行する各種センサの開発により装置の自動化や人間にとってより望ましい制御が可能となってきている。 

 本授業では、各種センサの原理と応用例、オペアンプ回路を用いたデータ変換法、Ａ／Ｄ変換器とＤ／Ａ変換器の原理等を理解する

ことにより、コンピュータを用いた計測制御技術の基礎的事項を学ぶ。 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

１(１)(ｄ)(２)ａ)に対応する。 

◆センサ 

第１週 電子計測の基礎：測定の方法、測定値の評価、単位 

第２週 光センサ：フォトダイオード、フォトトランジスタ 

第３週 光センサ：ＬＥＤ，フォトカプラ、ＣＣＤ、ＣｄＳ 

第４週 磁気センサ：ホールセンサ、磁気抵抗素子 

第５週 応用例：磁界測定、電流測定、無接触スイッチ、変位セ

ンサ 

第６週 圧力センサ：圧力と単位、圧力センサの種類、ストレン

ゲージとロードセル 

第７週 圧力センサ：静電容量式（差圧計）、誘導式（差動トラ

ンス） 

第８週 後期中間試験 

 

 

 

◆センサ 

第９週 後期中間試験の結果に基づく復習と演習 

第１０週 温度センサ：測温抵抗体、サーミスタ、熱電対 

第１１週 その他のセンサ：位置センサ、超音波センサ、湿度セ

ンサ、ガスセンサ 

 

◆データ変換 

第１２週 オペアンプの応用回路例 

第１３週 電圧－周波数変換：Ｖ－Ｆ変換器、Ｆ－Ｖ変換器 

第１４週 Ｄ／Ａ変換器：ディジタル表現とはしご形 Ｒ－２Ｒ 

Ｄ／Ａ変換器 

第１５週 Ａ／Ｄ変換器：直接比較方式,計数方式,２重積分方式

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆センサ 

１．直接測定と間接測定、変位法と零位法、測定値の誤差、ＳＩ

単位系等について説明できる。 

２．フォトダイオード、フォトトランジスタの電圧―電流特性に

ついて説明できる。 

３．ＬＥＤ、ＣＣＤ、ＣｄＳなどの光センサについて説明できる。

４．ホール効果、磁気抵抗効果について説明できるとともにこれ

らを利用した変位センサの原理を理解できる。 

５．ストレンゲージや静電容量などを利用した圧力計の動作原理

について説明できる。 

 

◆センサ 

１．代表的な低温用と高温用の温度センサについて説明できる。

２．サーミスタの種類、熱電対の原理等について説明できる。 

◆データ変換 

１．オペアンプの主な特徴について説明できる。また、オペアン

プを用いた代表的な回路の動作原理について説明できる。 

２．Ｖ－Ｆ変換器、Ｆ－Ｖ変換器の動作原理について説明できる。

３．はしご形Ｄ／Ａ変換器の動作原理について説明できる。 

４．Ａ／Ｄ変換器の代表である逐次比較形、計数方式、２重積分

方式についてその特徴や動作原理について説明できる。 

［注意事項］ 授業中に理解できるように心掛けるとともに、知識確認のために常に多くの問題を解いていく姿勢が大切である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 三角関数、指数関数、対数関数、複素数、微分、積分などの基礎数学の内容を理解してい

ること。また、電気磁気学、電気回路、電子回路、ディジタル回路の基礎知識も必要である。 

［レポート等］ 学習内容の復習と応用力の育成のため、随時，演習課題を与える。 

 教科書：「電子計測と制御」 田所 嘉昭著（森北出版） 

 参考書：「テキストブック 電子計測」 宇佐美 晶／曽根 福保著（日本理工出版会） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間、前期末の２回の試験の平均点で評価する。ただし、６０点に達していない者には再試験を課すことがある。このとき、

再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限として、試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気応用Ⅳ 平成１７年度 伊藤 保之 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 最近のマイクロ波の利用は、通信・レーダ工学から物性研究などの物理的な分野と家庭電化製品にまで応用分野が広がり、マイクロ

波工学の基礎的知識とマイクロ波応用技術の基本を習得し、マイクロ波工学の基礎を理解することを目標とする。 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標(Ｂ）<専門>に対応する。 

 

第１週 マイクロ波の概要：マイクロ波とは、マイクロ波の性質

とその応用、マイクロ波エネルギーの利用法 

第２週 マイクロ波伝送回路：マイクロ波回路の考え方、導波管

と導波管内の電磁波、導波管内波長としゃ断波長、 

第３週 マイクロ波の特性：電磁波の発生、マイクロ波加熱の理

論的取り扱い、マイクロ波と分極・発熱作用 

第４週 電磁波の加熱作用：電磁波加熱の原理・特徴・双極子 

第５週 マイクロ波の利用法：マイクロ波の工業的利用法,マイク

ロ波加熱の特徴、マイクロ波加熱の応用、 

第６週 マイクロ波の防護と安全対策：電波法上の問題、人体周

辺での電磁環境、電波利用における人体の防護指針 

第７週 マイクロ波利用上の注意事項：被加熱物のマイクロ波吸

収特性、電力半減深度、負荷の整合と無負荷運転 

 

 

 

第８週 中間試験 

第９週 マイクロ波電力の発生装置：マイクロ波電子管、マグネ

トロンの特性と使用法、高出力マイクロ波電源 

第１０週 マイクロ波電力伝送回路：各種の導波管と矩形導波管

回路、マイクロ波加熱用アプリケータ 

第１１週 マイクロ波加熱装置：マイクロ波漏洩装置、負荷回路

と整合器、方向性結合器とパワーモニタ 

第１２週 電波漏洩の防止法：漏洩問題と環境、ＩＳＭ用機器 

第１３週 食品工業とゴム工業への応用：マイクロ波による殺菌

と防培、乾燥と解凍、ゴムの加硫と連続加硫装置 

第１４週 木工業と他の工業への応用：木材の誘電加熱と加工、

医療分野への応用、マイクロ波による溶融 

第１５週 マイクロ波プラズマへの応用：マイクロ波プラズマの

発生、マイクロ波プラズマの特徴 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．電磁波の概念とマイクロ波の利用法について説明できる。 

２．マイクロ波回路の考え方について説明できる。 

３．マイクロ波加熱の原理と理論的な説明ができる。マイクロ

波加熱と他の加熱の特徴について説明できる。 

４．マイクロ波の利用法と加熱の特徴について説明できる。 

５．マイクロ波の防護策と安全対策について説明できる。電波 法

上の問題について説明できる. 

６．マイクロ波利用上の一般的な注意事項につき理解している。

 

７．マイクロ波の発振とマグネトロンについて説明できる。高出

力マイクロ波発生装置について説明できる。 

８．マイクロ波電力を伝送する各種回路部品とマイクロ波加熱装

置について説明できる。 

９．電波漏洩の防止法と電波漏洩防止技術を理解している。 

10．食品工業とゴム工業に利用する方法を理解している。 

11．マイクロ波を木工業・他の工業・医療・原子力分野への利用

法について説明できる。 

12．マイクロ波プラズマと反応装置について説明できる。 

［注意事項］ マイクロ波の概要と性質・特徴を正しく理解することが重要である。マイクロ波伝送回路はマイクロ波工学の基礎であ

るため十分に理解できるように心掛けること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ マイクロ波応用工学は、新素材・電子デバイスおよび電力応用に関係する応用技術であり、

これらの分野の基礎知識が必要であるため、電磁気学・電気計測・電気材料などの基礎を十分に理解している必要がある。 

［レポート等］ 理解を深めるため、必要に応じて演習課題を与える。また、小論文などの課題およびノートの提出を求める。 

 プリント配布：「工業用マイクロ波応用」・「マイクロ波加熱技術集成」 

 参考書：「マイクロ波回路の基礎」鈴木 清 著(啓学出版),「マイクロ波回路」森田 清 監修 末武 国弘・林 周一 共著 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 前期中間試験、前期末試験の２回の平均点で評価する。ただし、２回の試験のそれぞれにつ

いて、６０点に達していない者には再試験を課し、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限としてそれ

ぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

自動制御 平成１７年度 奥田 一雄 ５ 通年 ２ 選 

 

［授業の目標］ 

 制御工学は電気・電子、機械、情報・通信工学など多くの分野に関係する学際的学問であり、現在の高度な制御工学は古典的な制御

理論に基づいている。本授業では、ラプラス変換を中心とした数学的な基礎知識を習得するとともに、伝達関数の概念を理解した上で

フィードバック制御系の安定性・速応性・定常特性などの設計に関わる最も基本的な性質を理解することが目的である。 

［授業の内容］ 

すべての内容は、学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞および JABEE 基準

１(１)(ｄ)(２)ａ)に対応する。 

 

前期 

 

◆序論 

第１週 システムと制御（システムの性質とブロック線図） 

第２週 開ループ制御と閉ループ制御 

 

◆フィードバック制御系 

第３週 システム構成とブロック線図の簡単化 

第４週 演習（ブロック線図の簡単化） 

第５週 フィードバックの効果（内部パラメータの影響） 

第６週 フィードバックの効果（外乱の影響）と制御系の性能 

 

◆基礎数学 

第７週 複素数、線形微分方程式（システムの等価性） 

第８週 前期中間試験  

第９週 中間試験の結果に基づく復習と演習 

第１０週 たたみ込み積分と制御系の応答 

第１１週 ラプラス変換の定義と定理 

第１２週 部分分数展開とラプラス逆変換 

第１３週 演習（ラプラス変換とラプラス逆変換） 

 

◆伝達関数 

第１３週 伝達関数の導出 

第１４週 伝達関数とブロック線図 

第１５週 周波数応答の表示 

 

 

 

 

後期 

 

◆基本伝達関数の特性 

第１週 前期期末試験の結果に基づく復習と演習 

第２週 比例要素、微分要素、積分要素の伝達関数と応答 

第３週 一次遅れ要素の伝達関数と時間応答 

第４週 一次遅れ要素の周波数応答 

第４週 一次進み要素の特性と二次遅れ要素の伝達関数 

第５週 二次遅れ要素の時間応答 

第６週 二次遅れ要素の周波数応答 

第７週 むだ時間要素の伝達関数と応答、◎演習 

第８週 後期中間試験 

 

◆安定性 

第９週 中間試験の結果に基づく復習と演習 

第１０週 システムの安定条件と特性方程式 

第１１週 ラウスの安定判別法 

第１２週 フルビッツの安定判別法 

第１３週 ナイキストの安定判別法と安定度 

 

◆速応性と定常特性 

第１４週 速応性 

第１５週 定常偏差 

 

（次ページにつづく） 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

自動制御（つづき） 平成１７年度 奥田 一雄 ５ 通年 ２ 選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆序論 

１．線形システムの基本的性質である因果性、時不変性、線形性

について説明できる。 

２．開ループ制御と閉ループ制御について説明できるとともに、

簡単な制御系をブロック線図で表現できる。 

◆フィードバック制御系 

１．フィードバック制御系の基本構成を理解し、その一般的表現

について説明できる。 

２．ブロック線図の等価変換の方法を理解し、やや複雑なブロッ

ク線図の簡単化を行うことができる。 

３．内部パラメータ（前向き要素とフィードバック要素）の変化

や外乱のシステムに与える影響について説明できる。 

◆基礎数学 

１．複素数の加減乗除計算ができる。また、電気系および機械系

の基本要素を表現する線形微分方程式を理解し、システムの等

価性について説明できる。 

２．インパルス応答を理解し、線形システムにおけるたたみ込み

積分の原理を説明できる。 

３．定義式に基づき、種々の関数のラプラス変換ができる。 

４．部分分数展開を用いて、ラプラス逆変換計算ができる。 

◆伝達関数 

１．簡単な制御システムの伝達関数の導出することができる。 

２．基礎式からＤＣサーボモータの伝達関数とブロック線図を求

めることができる。 

３．周波数応答の代表的な表示法であるナイキスト線図、ボード

線図について説明できる。 

 

◆基本伝達関数の特性 

１．比例要素、微分および積分要素の伝達関数を理解し、各々の

ステップ応答と周波数応答を求めることができる。 

２．一次遅れ要素の標準形を理解し、時定数とゲインの説明がで

きるとともにそのステップ応答を求めることができる。 

３．一次遅れ要素の周波数応答を求めることができる。 

４．二次遅れ要素の標準形を理解し、減衰定数と固有角周波数の

説明とそのステップ応答の説明をすることができる。 

５．二次遅れ要素の周波数応答を理解することができる。 

６．むだ時間要素を理解し、その伝達関数から周波数応答を求め

ることができる。 

◆安定性 

１．システムのインパルス応答の様子からシステムの安定条件を

説明することができる。また、伝達関数の極配置から安定性の

概略を説明することができる。 

２．ラウスの安定判別法を用いてシステムの安定判別を行うこと

ができる。 

３．フルビッツの安定判別法を用いてシステムの安定判別を行う

ことができる。 

４．ナイキストの安定判別法を理解することができる。また、安

定度の定量的な目安であるゲイン余裕と位相余裕について説明

できる。 

◆速応性と定常特性 

１．ニコルス線図の原理を説明することができる。 

２．ラプラスの最終値定理を理解し、定常位置偏差、定常速度偏

差、定常加速度偏差を求めることができる。 

［注意事項］ 授業中に理解できるように心掛けるとともに、知識確認のために常に多くの問題を解いていく姿勢が大切である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

 三角関数、指数関数、対数関数、複素数、微分、積分など基礎数学の内容を理解していること。 
また、４年生の応用数学で学んだ微分方程式、ラプラス変換などについて十分勉強しておくこと。 

［レポート等］ 学習内容の復習と応用力の育成のため，随時、演習課題を与える。 

教科書：「自動制御理論」 樋口 龍雄（森北出版） 

参考書：「制御工学テキスト」 加藤 隆著（日本理工出版会），「自動制御演習」 秋山、鳥羽他共著（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間、前期末、後期中間および学年末の４回の試験の平均点で評価する。ただし、学年末を除く各試験で６０点に達していない

者には再試験を課すことがある。このとき、再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には、６０点を上限として、それぞれ

の試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする。 

[単位修得要件] 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

高電圧工学 平成１７年度 山本 賢司・中野 荘 ５ 通年 ２ 選 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

 

［授業の目標］ 

 高電圧に関する項目は，電界分布，絶縁物の特性，高電圧の発生法，測定法，試験法，高電圧機器と多岐にわたる。また，内容も相

互に関係している。授業では，高電圧の基礎的共通事項としての放電現象やこれを理解するうえで必要な電界計算等および高電圧、大

電流の発生や測定などを中心に説明し，あわせて物理的な興味も抱かせるようにする。 

［授業の内容］全ての内容はJABEE基準 1(1)(d)(2)a)に対応する。

前期 

◆高電圧および大電流の発生 

第１週 交流、直流電圧の発生(Ｂ)＜専門＞ 

第２週 インパルス電圧の発生(Ｂ)＜専門> 

第３週 交流大電流の発生(Ｂ)＜専門＞ 

第４週 直流大電流の発生(Ｂ)＜専門＞ 

� 高電圧および大電流の測定 

第５週 交流電圧、直流電圧の測定(Ｂ)＜専門＞ 

第６週 インパルス電圧、大電流の測定(Ｂ)＜専門＞ 

第７週 交流、直流電界、放電現象の測定(Ｂ)＜専門＞ 

第８週 中間試験 

◆高電圧および大電流機器 

第９週 架空送電線、碍子(Ｂ)＜専門＞ 

第１０週 ブッシング、電力ケーブル(Ｂ)＜専門＞ 

第１１週 変電機器(Ｂ)＜専門＞ 

第１２週 遮断器および開閉機器(Ｂ)＜専門＞ 

第１３週 直流電力機器(Ｂ)＜専門＞ 

◆高電圧および大電流の試験 

第１４週 高電圧試験(Ｂ)＜専門＞ 

第１５週 電力機器の大電流試験(Ｂ)＜専門＞ 

 

後期 

第１週 高電圧大電流工学の意味：高電圧大電流の利用、高電圧

関連科目、絶縁設計(Ｂ)＜専門＞ 

第２週 がいし及びブッシング：がいしの種類、製造ライン、特

性試験(Ｂ)＜専門＞ 

第３週 高電圧の波形及び電極配置：（交流、直流、インパルス）

電圧の波形、電界分布と電極配置(Ｂ)＜専門＞ 

第４週 極値統計：破壊確率の分布と極値分布(Ｂ)＜専門＞ 

第５週 Ｖ－ｔ特性：短時間Ｖーｔ特性，長時間Ｖ－ｔ特性(Ｂ)

＜専門＞ 

第６週 進行波，電力系統の電圧(Ｂ)＜専門＞ 

第７週 過電圧：雷過電圧，開閉過電圧(Ｂ)＜専門＞ 

第８週 中間試験 

第９週 静電界の基礎：静電界のラプラスの式、ポアソンの式(Ｂ)

＜専門＞ 

第１０週 電界計算の方法(Ｂ)＜専門＞ 

第１１週 差分法、有限要素法(Ｂ)＜専門＞ 

第１２週 電界計算の応用(Ｂ)＜専門＞ 

第１３週 気体中の導電(Ｂ)＜専門＞ 

第１４週 フラッシオーバ（火花放電）(Ｂ)＜専門＞ 

第１５週 Paschen の法則(Ｂ)＜専門＞ 

 



 

高電圧工学（つづき） 平成１７年度 山本 賢司・中野 荘 ５ 通年 ２ 選 

 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆(Ｂ)＜専門＞ 

１．交流、直流、インパルス高電圧等の発生方法を説明できる。

２．交流、直流、パルス等の大電流の発生方法を説明できる。 

３．交流高電圧、直流高電圧、インパルス電圧等の測定方法につ

いて説明できる。 

４．分流器、変流器、ロゴウスキーコイル等による大電流の測定

方法について説明できる。 

５．交流電界、直流電界、放電現象等の測定を説明できる。 

６．架空送電線の絶縁設計の考え方、碍子、ブッシング等につい

て説明できる。 

７．CV ケーブル、OF ケーブル等の電力ケーブルや避雷器、電力用

の変圧器、コンデンサ等の変電機器などについて説明できる。

８．SF6 ガス遮断器、GIS 等の電力用開閉機器等を説明できる。 

９．直流送電線、直流碍子などの直流電力機器が説明できる。 

10．絶縁破壊試験、機器の耐電圧試験などの高電圧試験や短時間

耐電流試験、インパルス試験等の電力機器の大電流試験につ

いて説明できる。 

 

11．高電圧、大電流の意味及び絶縁設計の考え方を理解する。 

12．がいしの種類、製造ライン、試験に関し簡単に説明できる。

13．各種電圧のリップル率、ひずみ率が計算できる。電極配置の

相違による平等電界と不平等電界との違いを理解し、利用率

が計算できる。 

14．ワイブル分布の物理的意味と特性が説明でき、計算ができる。

15．放電の時間遅れ、kind の法則が説明できる。 

16．波動インピーダンス、反射係数、透過係数、マッチング条件

が計算できる。電力系統の電圧の種類が説明できる。 

17．過電圧の種類が説明でき、計算ができる。 

18．差分法、有限要素法に関し、考え方を理解し、簡単な計算が

できる。 

19．球ギャップの電界、同軸円筒端末、正方形電極の計算例が説

明できる。 

20．気体放電の基礎事項が簡潔に説明できる。 

21．Townsend の火花条件が説明できる。 

22.ﾌﾗｯｼｵｰﾊﾞ電圧と pd との関係が説明できる。 

［注意事項］ 放電現象，絶縁破壊の問題は高電圧工学における最も重要なテーマであり，物理的な興味も持って勉強して欲しい。

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 高電圧工学は，電界の解析手法，放電に関する知識，破壊機構の研究など広範囲にわたる。

従って，共通の基礎的事項として電磁気学はもちろん電気回路，物理などの知識も必要となるので十分マスターしておくこと。 

［レポート等］ 教科書の演習問題などについて，必要に応じレポート課題として提出する。各自，参考書などを使って独自に調査し，

式の導出なども含め，結果を詳細に報告すること。 

教科書：「高電圧大電流工学」 宅間，柳父共著（電気学会） 

参考書：解説として「新高電圧工学」 田頭，坂本共著（朝倉書店），演習書として「高電圧工学演習」 藤本 良三著（学献社）が

図書館にある。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間，前期末，後期中間，学年末の４回の試験の平均点で評価する．ただし，学年末試験を除く３回の試験のそれぞれについて

６０点に達していない者には再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限としてそれぞれの

試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

電気法規 平成１７年度 大幸 直樹 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 電気法規では、電気関係の法的体系とこれに関連する諸法規について学習する。 

［授業の内容］ 全ての内容は（Ｂ）＜専門＞および JABEE 基準

1(1)(d)(2)a)に対応する。 

◆電気関係法規の大要と電気事業 

第１週 電気関係法規の体系と電気事業の特質：関係法規の分類

と法律の名称、法律の必要性、電気事業と電気法規の変

遷（Ａ）＜視野＞ 

第２週 電気事業法：電気事業法の目的、電気事業規制 

◆電気工作物の保安に関する法規 

第３週 電気保安の考え方：電気事業法における電気保安体制、

    電気工作物の範囲と種類 

第４週 電気工作物の保安：事業用電気工作物の保安、一般用電

気工作物の保安体制 

第５週 施工・用品関係法規：電気工事士法、電気用品安全法 

    電気工事業法 

◆電気工作物の技術基準 

第６週 電気設備技術基準：技術基準の種類と規制内容、電気設

備技術基準の変遷 

第７週  電気設備技術基準：電圧区分 

第８週  中間試験 

◆電気工作物の技術基準 

第９週  中間試験の結果に基づく復習、接地工事：接地工事の

種類、電路の接地、電気機械器具の施設 

第１０週 開閉器および過電流遮断器の施設：施設箇所、電路の

保安装置 

第１１週 発電所・変電所の電気工作物：構内区分、発電所の公

害の防止（Ａ）＜倫理＞ 

第１２週 電線路：電線路の種類、支持物の強度、他物との離隔、

地中電線路 

第１３週 電気使用場所の施設：対地電圧、電気機械器具の施設、

低圧の配線工事 

◆電気施設管理 

第１４週 電気施設管理：電力需給バランス、供給力、電源開発

第１５週 電力系統：周波数調整、電圧調整 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆電気関係法規の大要と電気事業（Ａ）＜視野＞（Ｂ）＜専門＞

１．電気に関する主要な関係法規とその概要について説明でき

   る。 

２．電気事業法の目的および事業規制の内容を説明できる。 

◆電気工作物の保安に関する法規（Ｂ）＜専門＞ 

３．電気工作物の範囲を説明できると共に保安体制の概要につ

いて説明できる。 

４．事業用および一般用電気工作物の保安体制を理解している。

５．電気工事士法、電気用品安全法、電気工事業法の目的、内

容を理解している。 

◆電気工作物の技術基準（Ａ）＜倫理＞（Ｂ）＜専門＞ 

６．電気設備技術基準の性格を理解している。 

 

７．電圧区分を理解している。 

８．高圧の１線地絡電流から、Ｂ種接地抵抗値が計算できる。

Ａ～Ｄ種接地抵抗値、機械器具に必要な接地工事の種類を

理解している。 

９．開閉器および遮断器の必要性、電路の保護内容を理解して

   いる。 

１０．発電所および変電所の公害防止関連法規を説明できる。 

１１．電線路の支持物強度、他物との離隔距離を理解している。

１２．対地電圧の制限、機械器具の施設方法を理解している。 

◆電気施設管理（Ｂ）＜専門＞ 

１３．電力負荷の特性を理解している。 

１４．周波数調整、電圧調整の必要性を理解している。 

［注意事項］ 電気に関連する諸法規の概要と目的をしっかりと理解することが重要である。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 発送配電に関する基礎的知識を理解している必要がある。 

［レポート等］ 理解を深めるため、レポートを提出する 

 教科書：「電気法規と電気施設管理」 竹野正二著（東京電機大学出版局） 

 参考書：「改訂 電気事業法の解説」 資源エネルギー庁公益事業部 編 

［学業成績の評価方法および評価基準］定期試験、中間試験、レポート（６：３：１）で評価する。 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得していること。 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

発変電工学 平成１７年度 津田 克巳 ５ 後期 １ 選 

 

［授業の目標］ 

 近代社会にとって電気エネルギーは欠くことのできないものであり，エネルギーに関する正確な知識と正しい判断力を身につけるこ

とは、社会人として必要不可欠である。そのため、発電・変電の基本的な原理と設備等を学習する。 

［授業の内容］全ての内容はJABEE基準 1(1)(d)(2)a)に対応する。

◆発変電の概要 

第１週 エネルギー源、発変電技術の発達、発変電設備の概要、

各種発電方式の比較（Ａ）＜視野＞＜倫理＞ 

◆水力発電 
第２週 水力発電の発電方式、水力学、発電計画・発電計算 
    （Ｂ）＜基礎＞ 
第３週 水力設備（ダム、ゲ－ト、水路、水槽）（Ｂ）＜専門＞ 
第４週 水車（種類と特性、付属設備）（Ｂ）＜専門＞ 
第５週 水車発電機、揚水発電所（Ｂ）＜専門＞ 
◆火力発電 
第６週 火力発電の仕組み、種類、熱力学、熱サイクル、ボイラ

および付属品（Ｂ）＜基礎＞ 
第７週 蒸気ﾀｰﾋﾞﾝおよび付属品、ﾀｰﾋﾞﾝ発電機（Ｂ）＜専門＞ 
第８週 中間試験 

第９週 熱効率計算、環境対策、コンバインドサイクル発電、ガ

スタ－ビン発電（Ｂ）＜専門＞ 

 

◆原子力発電 

第１０週 原子力発電の仕組みと核反応、原子力発電の構成要素

と材料 

第１１週 原子力発電の炉形式とタービン発電機（Ｂ）＜専門＞

第１２週 原子燃料の再処理と原子燃料サイクル、安全・保安お

よび保護設備（Ｂ）＜専門＞ 
◆新しい発電 

第１３週 太陽光発電、太陽熱発電、風力発電、地熱発電、燃料

電池発電、石炭ガス化発電、冷熱発電、波力発電、潮

力発電、海洋温度差発電、ＭＨＤ発電、電力貯蔵装置

（Ｂ）＜基礎＞ 
◆変電 

第１４週 変電の仕組み、変圧器（Ｂ）＜基礎＞ 

第１５週 開閉設備、母線、避雷器、調相設備他、変電所の設計・

試験（Ｂ）＜専門＞ 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆発変電の概要（Ａ）＜視野＞＜倫理＞ 

１．発電に利用されるエネルギーを理解している。 

２．各種発電方式の相違などを理解している。 

◆水力発電（Ｂ）＜基礎＞＜専門＞ 

３．水力発電所の水の流れを理解している。 

４．水力学を理解している。 

５．流況曲線等を理解している。 

６．発電所出力が計算できる。 

７．水力設備（ダム他）、水車について理解している。 

◆火力発電（Ｂ）＜基礎＞＜専門＞ 

８．火力発電所の仕組み、種類、環境対策等を理解している。 

９．熱サイクル（カルノー、ランキン他）を理解している。 

１０．ボイラ、蒸気タービンおよび付属設備を理解している。 

１１．コンバインドサイクル発電、内燃力発電他を理解している。

◆原子力発電（Ｂ）＜基礎＞＜専門＞ 

１２．原子力発電の仕組みと核反応を理解している。 

１３．原子炉の種類、構成材料を理解している。 

１４．原子力発電所の安全対策と原子燃料ｻｲｸﾙを理解している。

◆新しい発電（Ｂ）＜基礎＞ 

１５．太陽光発電、風力発電、燃料電池発電他を理解している。

◆変電（Ｂ）＜基礎＞＜専門＞ 

１６．変電所の種類や変圧器等の設備を理解している。 

［注意事項］ 発電に利用されるエネルギーおよび各種発電方式の原理・設備と特徴についてよく理解すること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 発変電工学は技術の裾野も広く、電気工学はもとより、水力学、土木工学、熱力学、機械

工学、原子核工学まど多方面にわたっているため、これらに関する幅広い基礎知識が必要である。 

［レポート等］ なし。 

 教科書：［改訂版］「発電・変電」 道上 勉 執筆（発行所：電気学会、発売所：オーム社） 
 参考書：「発変電工学」（コロナ社）、「近代電力発生工学」（電気書院）、「発変電工学演習」（学献社） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

定期試験、中間試験の平均点で評価する。 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得していること。 



 

電力システム工学 平成１７年度 中野  荘 ５ 通年 ２ 選 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

 

［授業の目標］ 

 最近の電力需要の驚異的発展は世界的な現象であって，これに見合う大電力を輸送するには，高度の技術水準が要求される。さらに，

系統の構成や運用面においても，システム的な開発が望まれる。授業では，このような電力事業の特性を十分理解すると共に，配電特

性や送電特性などの基本的な計算ができるようにする。 

［授業の内容］ 

前期 

第１週 電気エネルギーの特徴：電気エネルギーの長所と短所

(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第２週 エネルギー消費の推移(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a)

第３週 電力需要の推移と予測(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a)

第４週 送電系統の動向(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第５週 最近の電力情勢(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第６週 配電方式：給電線、幹線、配電線路の電気方式(Ｂ)＜専

門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第７週 配電線路の計画：電力需要の想定と配電線路の建設計画

(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第８週 前期中間試験  

第 9 週 交流配電線路の電圧降下：配電線路のベクトル図(Ｂ)＜

専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 10 週 配電線路の銅量経済：単相２線式、単相３線式、三相 
    ３線式、三相４線式(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 11 週 配電線路の電力損失(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 12 週 配電線路の力率改善：進相コンデンサ、コンデンサの 
     スタ―デルタ結線(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 
第 13週 単相３線式とバランサ(Ｂ)＜専門＞JABEE基準(d)(2)a)

第 14 週 低圧バンキング方式(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 15 週 配電線路の保護装置(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

 

後期 

第１週 線路定数：抵抗，インダクタンス，静電容量 
(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第２週 複導体線路の線路定数(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a)

第３週 Ｔ回路の略算(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第４週 π回路の略算(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第５週 電圧降下とインピーダンス降下：電圧変動率、電圧降下 
        率(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 
第６週 ％インピーダンスと単位法：基準値、ベース値、PU値(Ｂ)

＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第７週 変圧器バンクのインピーダンス(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準

(d)(2)a) 

第８週 後期中間試験 

第９週 回路状態と一般回路定数(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準

(d)(2)a) 

第 10 週 交流電力の表し方：電力ベクトルの計算、無効電力、 
       有効電力(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 
第 11 週 電力円線図の表し方：送電電力、受電電力、相差角 
    (Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 12 週 電力円線図の計算(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 13週 電力円線図と調相容量(Ｂ)＜専門＞JABEE基準(d)(2)a)

第 14 週 同期調相機：界磁電流，Ｖ曲線、電機子反作用(Ｂ)＜専

門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

第 15 週 電力用コンデンサと分路リアクトル(Ｂ)＜専門＞JABEE

基準(d)(2)a) 

（次ページにつづく） 



 

電力システム工学（つづき） 平成１７年度 中野  荘 ５ 通年 ２ 選 

 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（前期）◆(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

１．発電所から電力需要場所までの電力の流れに沿って、発電設

備、送電設備などの概要をつかむ。 

２．電力設備の推移と最近の電力情勢について理解する。 

３．配電線路の電気方式について、低圧、高圧に分けて覚える。

４．配電線の設備容量、需要率、不等率、負荷率について計算で

きる。 

５．配電用変圧器の損失、日負荷率、全日効率について計算でき

る。 

６．配電線路について、電力損失、電圧降下、インピーダンス降

下が計算できる。 

７．配電線路の各種電気方式について、電力損失の計算及び銅量

計算ができる。 

８．力率改善の必要性と方法について理解する。 

９．進相コンデンサの容量計算及び力率改善に関する計算ができ

  る。 

10．単相３線式についてバランサの必要性と原理を理解し、電流

計算ができる。 

 

 

（後期）◆(Ｂ)＜専門＞JABEE 基準(d)(2)a) 

１．電線路の抵抗、インダクタンス、静電容量が計算できる。 

２．複導体線路の構造及び電気的長所について理解する。 

３．送電線路をＴ形回路、π形回路で表すことができ、４端子定

  数を用いた計算ができる。 

４．電力設備としての変圧器について等価回路を理解する。 

５．変圧器、発電機について％インピーダンスの考え方を理解し、

  計算できる。 

６．送電線路について全系統のインピーダンスが計算できる。 

７．交流電力を電力ベクトルを使って表現でき、計算できる。 

８．４端子定数を使って電力円線図が作図できる。 

９．電力円線図を使って、送電電力、受電電力、損失電力、相差

  角などが計算できる。 

10．電力円線図から調相容量が計算できる。 

11．調相設備について、その種類と特性を理解し、説明できる。

 

［注意事項］ 前期では産業の基幹である電力の重要性について認識し、配電線路、三相交流，三相電力の計算に習熟すること。後期

の送電では、電力の需給関係を図示した電力円線図の考え方が特に重要であり、よく理解して欲しい。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 電力システムにおいては，線路の電圧降下や電力損失を計算したり，電気的特性を求めた

りする。このため交流回路について十分理解しておくこと。また，変圧器や発電機など電力機器についてもよく勉強しておくこと 

［レポート等］ 教科書の演習問題などについて，必要に応じレポート課題として提出する。各自，参考書などを使って独自に調査し，

式の導出なども含め，結果を詳細に報告すること。 

教科書：教科書：「送配電」 前川，荒井共著（東京電気大学出版局） 

参考書：解説としては「送配電工学（Ⅰ），（Ⅱ）」 武藤，石橋共著（森北出版），演習として「精解演習 
        電力工学Ⅰ，Ⅱ」 鬼頭 幸生著（廣川書店）が図書館にある。 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間，前期末，後期中間，学年末の４回の試験の平均点で評価する．ただし，学年末試験を除く３回の試験のそれぞれについて

６０点に達していない者には再試験を課し，再試験の成績が該当する試験の成績を上回った場合には，６０点を上限としてそれぞれの

試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること。 



 

通信工学 II 平成１７年度 奥井重彦 ５ 通年 ２ 選 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

 

［授業の目標］ 

 通信路には必ず雑音が存在し，避けることはできない．通信技術は常に雑音との戦いであり，雑音の下において，いかに情報信号の

受信品質を向上させるかに努力が払われてきた．通信工学 II では，雑音解析の基礎からはじめ，基本的なアナログ通信におけるＳＮ

比，ディジタル通信における記号誤り率について学習する。さらに，移動通信・衛星通信・光通信に代表される通信システムを理解す

ることにより，通信工学に興味を持てるようにする． 

 

［授業の内容］ 全ての週の内容は、学習・教育目標(Ｂ)＜専門

＞（JABEE 認定基準では 1(1)の(d)(2)a））に対応する。 

 

前期（前半） 雑音解析  

第１週  ランダム雑音の統計的取り扱い 

     確率分布関数と確率密度関数 

第２週  モーメントと特性関数 

第３週  2変数・多変数の確率密度関数 

第４週  正領域ランダム変数 

第５週  相関関数と電力スペクトル密度 

第６週  狭帯域ガウス雑音 

第７週  演習問題  

第８週  前期中間試験  

 

前期（後半） AM，FM通信方式と SN比  

第９週  AMと FM方式 

第１０週 AMにおける SN比 

第１１週 FMにおける SN比（1） 

第１２週 FMにおける SN比（2） 

第１３週 パルス変調方式 

第１４週 量子化雑音と SN比 

第１５週 演習問題 

 

 

 

後期（前半） ディジタル通信方式と誤り率 

第１週  ＯＯＫとビット誤り率 

第２週  ＦＳＫとビット誤り率 

第３週  ＰＳＫとビット誤り率 

第４週  ＤＰＳＫ，ＱＰＳＫと記号誤り率  

第５週  Ｍ進信号と記号誤り率 

第６週  ＱＡＭと記号誤り率 

第７週  演習問題 

第８週  後期中間試験 

 

 

後期（後半） 通信技術の最新常識  

第９週  移動通信 

第１０週 ディジタル放送 

第１１週 ＯＦＤＭ 

第１２週 光通信 

第１３週 衛星通信  

第１４週 フェージングとダイバーシチ技術 

第１５週 復習問題 

（次ページにつづく） 



 

通信工学 II（つづき） 平成１７年度 奥井重彦 ５ 通年 ２ 選 

 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

（雑音解析）  

１． 確率分布関数と確率密度関数について理解する． 

 

２．モーメントと特性関数について理解する． 

 

２． 正領域ランダム変数ついて理解する． 

 

３． 狭帯域ガウス雑音について理解する． 

 

 

（AM，FM通信と SN比） 

１． AMにおける SN比について理解する． 

  

２． ＦMにおける SN比について理解する． 

 

３． 量子化雑音と SN比について理解する． 

 

 

 

（ディジタル通信と誤り率） 

１． ＯＯＫ，ＦＳＫ，ＰＳＫ，ＤＰＳＫなど基本的なディジタル

通信方式と，それぞれのビット誤り率特性を理解する． 

 

２．ＱＰＳＫ，ＱＡＭなど実用の多値伝送方式と，それらの記号

誤り率特性を理解する． 

 
 
（通信技術の最新常識） 

１． 移動通信，ディジタル放送，ＯＦＤＭ方式の概要と応用につ

いて理解する． 

 

２． 光通信，衛星通信方式の概要と応用について理解する． 

 

 

 

 

 

 

 

［注意事項］ 確率統計論，フーリエ級数とフーリエ変換は，通信工学を理解するための基礎事項である。各種アナログ方式と信号対

雑音比の関係，ディジタル変調方式における符号・記号誤り率の特性は特に重要である。実用の通信技術の構成，発展を技術的・社

会的・経済的背景を考えながら理解すること。 

 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 三角関数，微積分，確率統計，複素関数，フーリエ級数の基礎知識を有していること。 

［レポート等］ 適宜，演習問題を与えるので，解答を期限内に提出すること。 

教科書：「通信方式」 滑川・奥井著 森北出版 (2003)  

参考書：「通信の最新常識」 井上伸雄  日本実業出版社（2003） 

 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間、前期末、後期中間、学年末の４回の試験の平均点で評価する。 再試験は実施しない。 

［単位修得要件］  

学業成績で６０点以上を取得すること。 

 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

パワーエレクトロニクス 平成１７年度 山村 直紀 ５ 前期 １ 選 

 

［授業の目標］パワーエレクトロニクスは比較的新しい分野であり、電力（パワー）のスイッチングや変換などを、半導体を用いた電

子回路（エレクトロニクス）で行うことを取り扱う。これらの技術は私たちの身の回りで実際に使われ、役立っている。この科目の内

容を理解することにより、技術者としてこの分野に興味を持てるようにする。  

［授業の内容］ すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞

および JABEE 基準 1(1)(d)(2)a)に対応する 

◆序論 パワーエレクトロニクスの基礎 

第１週 パワーエレクトロニクスの意味・歴史。電力変換と制御

の基礎 

第２週 半導体の種類。電力変換回路。ひずみ電圧・電流・電力

の取り扱い 

◆パワー半導体の基本特性 

第３週 ダイオード，サイリスタ 

第４週 パワートランジスタ。各種デバイスの比較  

◆電力の変換と制御 

第５週 スイッチングによる電力変換，制御。デバイスをまもる

くふう 

第６週 サイリスタのオンオフ，デバイスの損失低減 

◆サイリスタコンバータの原理と特性 

第７週 サイリスタによる整流回路，単相ブリッジ整流回路 

第８週 前期中間試験 

第９週 三相ブリッジ整流回路，サイクロコンバータ 

◆DC-DC コンバータの原理と特性 

第１０週 直流チョッパの仕組み(1) 

第１１週 直流チョッパの仕組み(2) 

第１２週 スイッチングレギュレータ，共振形コンバータ 

◆インバータの原理と特性 

第１３週 インバータの役割,制御 

第１４週 コンバータ，インバータによる電動機駆動 

第１５週 パワーエレクトロニクス応用回路 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

◆序論 パワーエレクトロニクスの基礎(Ｂ)＜専門＞ 

１． パワーエレクトロニクスの取り扱う範囲やその働き、身の回

りでの利用状況などを理解する。 

２． 非正弦波に対するフーリエ変換、高調波に対する影響と対策

について理解すること。 

◆パワー半導体の基本特性 (Ｂ)＜専門＞ 

３． 半導体の概要とダイオードの動作原理を理解する。 

４． サイリスタの構造と動作原理を理解し、その種類を知る。 

５． トランジスタの仕組みと動作原理、使い方を理解する。 

６． MOSFET の構造、動作原理、使い方を理解する。 

７． IGBT とはどのようなものかを理解する 

◆ 電力の変換と制御 (Ｂ)＜専門＞ 

８． スイッチング動作による直流電圧の変換および交流電圧へ

の変換法について理解する。 

９．デッドタイムおよびスナバ回路による半導体デバイスの保護

について理解する。 

◆サイリスタコンバータの原理と特性(Ｂ)＜専門＞ 

１０．サイリスタの転流方法を理解する。 

１１．サイリスタによる整流回路の特性について理解する。 

◆DC-DC コンバータの原理と特性(Ｂ)＜専門＞ 

１２．DC チョッパ回路について理解する。 

１３．DC チョッパ回路の応用としてスイッチングレギュレータお

よび共振形コンバータについて理解する。 

◆ 電力の変換と制御 (Ｂ)＜専門＞ 

１４．インバータ回路の特性について理解する。 

１５．サイリスタ整流回路について理解する。 

１６．インバータ回路を用いた電動機駆動法について理解する。

［注意事項］ 他の科目との関わりの深い分野であるので、必要に応じてそれらの教科書などを参考にして知識を深めて欲しい。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ パワーエレクトロニクスは４年次までに学習した電気回路、電子回路、電気機器などを総

合した科目であり、これらの科目を理解している必要がある。  

［レポート等］ 理解を深めるため，随時，小テスト・演習を行う。 

 教科書：「絵ときでわかるパワーエレクトロニクス」 高橋寛監修、粉川昌巳著 オーム社 

 参考書：「アルテ２１パワーエレクトロニクス」正田英介監修 オーム社 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期中間・定期試験の２回の試験の平均点を 50%、小テストの結果を 50%として評価する。ただし，60 点を達成できない場合にそれ

を補う為の再試験については 60 点を上限として評価する。前期末試験においては再試験を行わない。 

［単位修得要件］ 

 学業成績で 60 点以上を取得していること。 
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